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はじめに

1997 年の三省合意から、日本の教育に位置づけられたインターンシップはスタートした。本学は、
それから 3 年後、経営学部の正課科目としてインターンシップをスタートさせ、翌年度全学部に対象
を広げた。

当初は担当教員が指導を行い就職課が事務を担当した。その後紆余曲折を経て、本学のキャリア
支援の枠組みの中で就職支援部署に業務が移され、最終的にキャリア開発センターが全学的なイン
ターンシップを担当するようになった。この間、学内外の様々な教職員、事業所の責任者及び担当者の
ご理解とご支援をいただきながら、年々インターンシップの参加学生は増加の一途を辿り、2018 年度に
は本学の最高参加者数となる 437 人が参加することとなった。インターンシップの内容も、専ら補助的な
業務を遂行する体験型インターンシップに加え、ガンバ大阪インターンシップをはじめ、課題解決を
目指して大学と事業所が協働でプログラムを開発する追大実践型インターンシップへ発展した。量的な
拡大に加え、多様なプログラム展開による質的な拡大にも結びつけてきた。

一方、経済環境の好転と共に、就職環境が買い手市場から売り手市場へと変化したことを受けて、
事業所側では、採用活動に直結するインターンシップへの志向が強まり、「インターンシップ」という
言葉の持つ意味が変化しつつある。すなわち、インターンシップとは学生の成長を促し自身のキャリア
展望を開くことにつながる教育的なプログラムとの認識から、企業等の研究を目的とする、あるいは
ミスマッチを防ぐための体験としての、 “ プレ就職活動 ” 的な位置づけへの変化であり、一部には学生
の混乱を招いていると言えよう。

2018 年度、本学は学院創設 130 周年記念の際に、“ 行動して学び、学びながら行動する ” 新
教育コンセプト WIL（Work-Is-Learning）を発表した。これは、変化の激しさを増す現代・未来
社会においては、行動（Work）から学び （Learning）、同時に学びを実践に反映するという 
Working=Learning スタイルが求められることを念頭に、それを実践的に体得するための学修機会
を全学的に創出していくという ものである。

2020 年度は、コロナ禍というまさに予測不能な事態の中で、「学生の学びを止めない」という思い
から、オンラインによるフルリモート型インターンシップの協働開発に着手し、新たなインターンシッ
プを実践することができた。キャリア開発センターの教職員がまさに、“ 行動して学び、学びながら
行動する ” 経験を通して、新たな学びの場を創造した 1 年であった。キャリア開発センター教職員は、
予測不能で困難な状況に社会が直面しても、産学官との連携の中から解決の糸口を見つけ、協働して
教育を開発・提供し続けることができる確信を掴むことができた。

次は、学生が、キャリア開発センターが提供するインターンシップを、本学が掲げる新教育コンセプト
「WIL」の学びの一つとして体験し、一人でも多くの学生が予測不能なこれからの時代に向かって、
主体的に自律的にまい進できる確信を掴んでくれることを、切望している。

2021 年 3 月

キャリア開発センター長　
基盤教育機構　教授　

伊藤文男
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インターンシップ制度
日本では、文部省・労働省・通商産業省（いずれも当時）による三省合意

文書が発表された 1997 年を「インターンシップ元年」と呼ぶ。
これを機に、大学教育という観点から、インターンシップは「産学連携教

育の一環として行われるものであり、大学が主体者となるべきもの」と考え
られるようになった。さらに、インターンシップにおける教育的側面を充実
させることも大学の責務と考えられ、大学の側から受け入れる企業等に対し、

「教育効果の高いインターンシッププログラム設計や運営方法を積極的に提
案していく」必要性が指摘された。

また、企業等に対しては、産学連携による人材育成の観点から、学生の就
業体験の機会を提供するものであり、「社会貢献活動の一環と位置づけられ
るもの」であるとされた。

大学は、企業等の協力を得ながら、社会環境や就職環境の変化を踏まえ、
より教育効果の高いインターンシッププログラムを開発することが求められ
ている。

この章では、日本国内のインターンシップがどのような政策によって促進
され、普及・発展してきたのかを紹介する。
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インターンシップを取り巻く国内環境

三省合意文書では、インターンシップは「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体
験を行うこと」と定義されている。また、インターンシップの意義は、以下のとおり整理されている。

インターンシップ元年といわれる 1997 年の文部省・労働省・通商産業省の三省合意に始まり、インターン
シップは、中央教育審議会答申、大学設置基準及び短期大学設置基準をはじめ、閣議決定においてもその推
進政策が継続されている。以下、その主要なものを記した。

1.「インターンシップ」とは

2. インターンシップの普及・推進に関する政策等の変遷

表 1「インターンシップの意義」

表 2　「インターンシップの普及・推進に関する政策等の変遷」

大学等及び学生にとっての意義 企業等にとっての意義

○キャリア教育・専門教育としての意義
○教育内容・方法の改善・充実 
○高い職業意識の育成 
○自主性・独創性のある人材の育成 

○実践的な人材の育成  
○大学等の教育への産業界等のニーズの
　反映 
○企業等に対する理解の促進、 魅力発信

年 内　容

1997( 平成 9）年
（ 平 成 9 年 9 月 18 日 :
文部省・労働省・通商
産業省）

（インターンシップ元年）

「インターンシップの推進に当たって の基本的考え方」（三省合意）
〇日本におけるインターン制度導入が明記される。 
　同年、「教育改革プログラム」（平成 9 年 1 月文部省）、「経済構造の変革

と創造のための行動計画」（平成 9 年 5 月閣議決定） を経たのち発表。

1999（平成 11）年 
（平成 11 年 12 月 : 文部
省）

「初等中等教育と高等教育の接続の改善について」（答申）
〇「キャリア教育」が登場し、インターンシップの促進等による体験的活動

を重視することなども記載。

2010（平成 22）年 
（ 平 成 22 年 3 月 12 日
通知、 平成 23 年 4 月 1
日施行 : 文部科学省）

「大学設置基準及び短期大学設置基準 の一部を改正する省令の施行につい
て（通知）」
〇教育課程の内外を通じて社会的・職業的自立に向けた指導等に取り組む

ことが必要であり、その体制を整備させるために改正。

2010（平成 22）年 
（ 平 成 23 年 1 月 31 日
答申 : 文部科学省）

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）
〇幼児期の教育から高等教育までを通した キャリア教育・職業教育の在り

方を答申。

2013（平成 25）年 
（平成 25 年 6 月 : 閣議
決定）

第 2 期教育振興基本計画
〇社会的・職業的自立の基盤となる基礎的・汎用的能力を育成するとともに、

労働市場の流動化や知識・技能の高度化に対応し、実践的で専門性の高
い知識・技能を、生涯を通じて身に付けられるようにするため、キャリア
教育の充実や、インターンシップの実施状況の改善、就職ミスマッチの
改善に向けた教育・雇用の連携方策の強化。 

※出所 三省合意文書「イン
ターンシップの推進に
当たっての基本的考え
方」 （文部省・労働省・
通商産業省　
平成9年9月18日策定、
文部科学省・厚生労働
省・経済産業省　平成
26年4月8日一部改正）
から抜粋
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2014（平成 26）年 
（平成 26 年 4 月 : 文部
科学省・厚生労働省・
経済産業省）

「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方（改訂）」（三省合意）
〇「キャリア教育・専門教育としての意義」、「インターンシップに係る専門
人材の育成・確保」について明記し、「単位化」、「中長期や海外等多様な形
態の導入」、「学習成果の評価方法の共通化」等について新たに記載。
翌年、インターンシップで取得した学生情報の採用広報活用可能時期を変
更。

2015（平成 27）年
（平成 27 年 6 月 : 閣議
決定）

「日本再興戦略 改訂 2015 - 未来 への投資・生産性革命 -」
〇大学等におけるインターンシップの推進、大学等の学びと職業選択が切
れ目なくつながるよう、 学生のインターンシップ参加比率を飛躍的に高める
ため、補助金による傾斜配分等を通じ、インターンシップの単位化、中長期
のインターンシップ等を促進。

2016（平成 28）年
（平成 28 年 6 月 : 閣議
決定）

「ニッポン一億総活躍プラン」
〇東京圏在住の地方出身学生と地元学生が、地方企業でイン ターンシップ
を行うことにより、地方への人材還流、地元定着を促進。 

2016（平成 28）年
（平成 28 年 6 月 : 閣議
決定）

まち・ひと・しごと創生基本方針 2016
〇東京圏在住の地方出身学生の地方還流や地元在住学生の地方定着を促進
するため、特に東京圏への若者の転出が多い地域に おいて地元企業でのイ
ンターンシップの実施等を支援する「地方創生インターンシップ」を産官学
で推進。 

2017（平成 29）年
（平成 29 年 6 月 16 日 :
文部科学省）

「インターンシップの更なる充実にむけて（議論のとりまとめ）」
〇届出・表彰制度の導入による優れたインターンシッププログラムの普及、
地域におけるインターンシップ推進のための協議会の充実を明記。

三省合意策定以前から現在に至るまで（1996 年から 2015 年までの 19 年の間）にインターンシップの単
位化を行っている大学数は 104 校から 581 校まで 5 倍強に増加している一方で、参加学生の割合は 3.1% に
留まっているのが現状である。

3. インターンシップの現状

図 1「2. インターンシップの現状」

出所 :「インターンシップ
の基本的な考え方と政策等
の変遷について」学生支援
機構　（2021.2.8　閲覧）

大学等におけるインターンシップの実施状況
～ 単位認定を行う授業科目として実施されているインターンシップ（特定の資格取得に関係しないもの）～
３省合意策定以前から現在に至るまで（平成８年から平成２７年までの１９年の間）にインターンシップの単位化
を行っている大学数は ５倍強 に増加している一方で、参加学生の割合は ３.１％ に留まっている。

注１：実施校数の欄の上段は校数、下段は調査対象校数に対する割合
注２：参加学生数は学部学生数と大学院学生数の合計
注３：参加学生数の欄の上段は人数、下段は当該年度の学校基本調査における学生数に対する割合
注４：参加人数について、平成23年度までは実数。平成24年度以降は単位取得者の延べ人数。

※引用 「インターンシップ推進フォーラム」文部科学省専門
教育課説明資料（主催：一般社団法人産学協働人材育成コ
ンソーシアム平成29年9月29日開催）

参
加
学
生
数

（人）

実
施
校
数

（校）

実施校数
実施率
参加学生数
参加率

H8
104校

（17.7%）
-
-

H9
107校

（18.3%）
-
-

H10
143校

（23.7%）
14,991人
（0.6%）

H11
186校

（29.9%）
19,650人
（0.7%）

H12
218校

（33.5%）
21,063人
（0.8%）

H13
281校

（41.9%）
25,063人
（0.9%）

H14
317校

（46.3%）
30,222人
（1.1%）

H15
384校

（55.0%）
34.125人
（1.2%）

H16
418校

（59.0%）
39,010人
（1.4%）

H17
447校

（62.5%）
42,454人
（1.5%）

H18
482校

（68.8%）
50,430人
（1.8%）

H19
504校

（67.7%）
49,726人
（1.8%）

H23
544校

（70.5%）
62,561人
（2.2%）

H24
536校

（69.2%）
66,818人
（2.4%）

H25
542校

（69.8%）
67,691人
（2.4%）

H26
566校

（72.9%）
72,053人
（2.6%）

H27
581校

（74.3%）
86.248人
（3.1%）
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「インターンシップの推進に
当たっての基本的考え方」策定

平成９年９月１８日
文部省・通商産業省・労働省
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経済産業省（2014a）は、「現在、日本国内のインターンシップは量的な普及が不十分であると同時に、十
分な教育的効果を発揮するためのプログラムの質が保証されていない。その結果、学生、企業、大学のそれ
ぞれがインターンシップに対して積極的とは言えない状況にある。」と指摘している。そのうえで、量的な普
及が不十分な現状に対する対策としては「プログラムの目的や学生・大学双方のメリットを明確にし、それぞ
れの参加を促進する必要」が、質的向上を図るためには「優れたプログラムのひな形やマニュアルの整備と、
それを運用する専門人材の配置が不可欠」と、それぞれの課題に対する方策を提案している。
「プログラムの目的や学生・大学双方のメリット」に関して言えば、インターンシップには多様な型、メリッ

トや教育効果がある。経済産業省（2014b）は図 2 のとおり、インターンシップを体験中心の「キャリアガイ
ダンス型」と体験から実践へ進む「キャリア教育型」の 2 種類に、さらにそれぞれの下に 2 種類、3 種類に
分類された型を提示している。大学がどのような教育効果をインターンシップに期待し、受け入れ事業所がど
のようなメリットを求めてインターンシップを実施するのか。そのことを両者が互いに認識したうえで、学生
に対する情報提供と事前事後研修を踏まえたインターンシッププログラムの設計がなされる必要があろう。

4. インターンシップの課題

図 2「実施目的のタイプ」

なお、近年、就職情報提供を行う企業等が、1~2 日程度で行う会社説明会に近いプログラムをワンデーインター
ンシップと呼び、マッチングイベントを開催するなど、インターンシップという言葉が本来の意味から独り歩
きをしている現状もある。採用担当者及び学生の中には、採用活動の一環として行うものをインターンシップ
と認識している現状があることも、踏まえておく必要がある。

経済産業省（2014a）
「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」　
（2020.10.5 閲覧）

経済産業省 (2014b)
『教育的効果の高いインターンシップ実践のためのコーディネーターガイドブック』
（2020.10.5 閲覧）

体験中心の
「キャリアガイダンス型」

体験から実践へ進む
「キャリア教育型」

仕事理解型 
採用広報のためのイン
ターンシップで、業界
や企業について総合
的に理解することを目
的とする。

採用直結型
採用活動の一環として
ミスマッチを防ぐ目的で
実施される。

業務補助型
企業の通常業務に学
生が取り組むことで、
仕事の意義や取り組
み方、基本スキルなど
を学ぶ。内容やマッチ
ングで学びの質が大き
く左右される。

課題協働型
現場での活動と教室
でのワークや議論を反
復して、特定課題に対
する調査、企画提案等
を行う。社会人基礎力
等の汎用的能力の育
成に主眼が置かれて
いる。

事業参画型
企業の新規事業や社
内変革プロジェクトに
参画することで、汎用
的能力に加え、起業家
型思考行動特性の獲
得や高度専門教育の
実質化を目指す。

果
効
育
教

キャリアガイダンス

の
会
社
・
業
企

企業・業界広報
（採用広報）

採用マッチング 若者を活用した
業務推進

若者発想の活用 
社会活性化など

若者を活用した
新規事業や変革
のプロジェクトの

推進

専門教育の
実質化へ

キャリアガイダンス
＋

社会人基礎力などの汎用的
能力を育成する

本来のキャリア教育

教養教育
（社会の関係性の理解）

専門教育
（起業家型思考
行動性の獲得

専門教育の実質化）
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本学の単位認定型インターンシップ（以下インターンシップという）は

2000 年に経営学部の正課科目としてスタートし、2001 年に全学部の 3 年生

を対象とする正課科目となって今年で 20 年を迎えた。2020 年現在は全学部

全学年の学生を対象とし、特に 1~2 年生を参加者の中心と想定した運営と

なっているように、この間、社会情勢の変化などに伴い、制度や実施体制等

も大きく変化してきている。この章では、参加者数の推移等と合わせ、これ

まで、そして現在の本学のインターンシップ制度の概要を紹介する。

これまでの本学の
単位認定型インターンシップ制度
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本学におけるインターンシップの組織と規程1

（設置）
第 1 条　この規程は、追手門学院大学学則第 58 条に基づき、追手門学院大学 ( 以下「大学」という。)

にキャリア開発センター ( 以下、「センター」という。) を置き、センターに関する基本的
事項を定める。

（目的）
第 2 条　センターは、大学のキャリア教育に関して、大学方針に基づく全体戦略を構築し各部門で取り

組んでいる事業を一元的に管理することで、体系立てたキャリア教育を実現することを目的
とする。

（事業）
第 3 条　センターは、全条の目的を達成するために、次の各号の事業を行う。

（1）　大学におけるキャリア教育全体の方針及び戦略の策定
（2）　正課教育におけるキャリア教育カリキュラムの作成
（3）　WIL 推進に向けた方策の策定・実施
（4）　インターンシップの推進・発展に向けた方策の策定・実施及び単位認定
（5）　リメディアル教育の推進
（6）　キャリア・アクションコモンズの運営支援
（7）　キャリア教育における各学部及び基盤教育機構との連携
（8）　キャリア教育に関連する事務部門との連携
（9）　その他センターの目的達成のために必要な事業

< 中略 >

（追手門学院大学キャリア開発センター委員会）
第 7 条　センターの基本方針に関わる重要事項、並びに第 3 条の事業に関わる重要事項について協

議するために、追手門学院大学キャリア開発センター委員会 ( 以下、「委員会」という。) を
置く。

2　委員会は、次の各号の委員をもって構成する。
（1）　センター長
（2）　各学部長
（3）　基盤教育機構長
（4）　教務部長
（5）　教務部事務部長
（6）　学生支援部長
（7）　センター担当教職員

3　委員会は、センター長が招集し、議長となる。
4　委員会は、必要に応じて副学長及び委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。

　本学においては、以下の規程に定める通り、キャリア開発センターが学生の教育的なキャリア支援を担って
おり、インターンシップの推進は当センターの業務の一つとして位置づけられている。

「追手門学院大学キャリア開発センター規程」より抜粋
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本学のインターンシップ制度は 2001 年度より全学部で開始されたが、本ページでは 2010 〜 2020 年度を
掲載する。

年　度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

受け入れ事業所数（社） 88 113 105 108 126 149 158 153 146 143 23

経 済 学 部 28 43 28 51 31 73 73 82 84 64 15

経 営 学 部 38 59 91 81 79 93 101 104 109 96 23

心 理 学 部 40 37 16 26 55 48 53 56 83 79 25

社 会 学 部 32 40 37 24 38 39 35 40 48 36 31

国 際 教 養 学 部 20 26 19 19 18 32 33 37 66 55 15

地 域 創 造 学 部 * * * * * 6 5 33 42 46 15

交 換 留 学 生 0 0 0 0 0 0 1 0 5 0 0

合     計　（ 人 ） 158 205 191 201 221 291 301 352 437 376 124

※ 2020 年度は 2021 年 2 月現在の数値。表1 学部ごとの推移

インターンシップ参加学生数・受け入れ事業所数推移
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インターンシップ実績推移（2010年度から2020年度）2

図1

※地域創造学部は 2015 年に設置された。
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建 設 業 株式会社大林組、株式会社きんでん大阪支社

製 造 業 コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社、ミズノスポーツサービス株式会社、
大平印刷株式会社、富士通株式会社西日本営業本部

金 融・ 保 険 業 三菱UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社、りそな銀行、尼崎信用金庫、
SMBC日興証券株式会社大阪公益法人営業部

卸 売・ 小 売 業
大阪石材工業株式会社、リコージャパン株式会社、富士ゼロックス大阪株式会社、
大阪トヨタ自動車株式会社、株式会社関西マツダ、株式会社スズキ自販近畿、
滋賀ダイハツ販売株式会社、株式会社平和堂アル・プラザ茨木

サ ー ビ ス 業 茨木市市民活動センター、茨木商工会議所、株式会社ガンバ大阪、
公益財団法人日本センチュリー交響楽団

宿 泊 業・ 飲 食
サ ー ビ ス 業

株式会社ニュー・オータニホテルニューオータニ大阪、株式会社むさし（紀州・白浜
温泉 むさし）、株式会社ホテルグランヴィア大阪、株式会社グルメ杵屋レストラン

生 活 関 連 サ ー
ビ ス 業・ 娯 楽 業

株式会社 JTB西日本大阪第一事業部、株式会社日本旅行関西法人営業部、
KCJ GPOUP株式会社キッザニア甲子園、株式会社志摩スペイン村

医 療 ・ 福 祉 社会福祉法人藍野福祉会、介護老人保健施設シミズひまわりの里、社会福祉法人
大阪福祉事業財団救護施設高槻温心寮、京都府福祉人材サポートセンター

地 方 公 務 茨木市、摂津市、豊中市、門真市、彦根市、伊丹市立図書館ことば蔵

表2 受け入れ事業所例

建設業 2%
製造業 4%その他の産業 8%

地方公務 8% 情報通信業 5%
運輸業 2%

卸売・小売業 17%

学術研究・専門・技術サービス業 5%

宿泊業・飲食サービス業 7%生活関連サービス業・娯楽業 8%

教育・学習支援業 9%

医療・福祉 5%
金融・保険業 7%
不動産業 1%

サービス業 12% 総数
146社

本学における受け入れ事業所（以下事業所という）の分類は以下のとおりである。

図2 受け入れ事業所数　総数146社[産業分類別]　2018年度実績による。

インターンシップ受け入れ先3
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インターンシップの流れ4

● インターンシップの概要
● なぜ低学年から参加するのか
● 応募の流れ

● 自身の経験の振り返り
● 経験のアウトプットと他人の経験の共有
● 自己成長の認識
● 次への課題の確認
● 実習担当者からのフィードバック

● インターンシップに参加する心構え
● 参加にあたっての目的・目標を明確にする
● 履歴書・自己紹介書の書き方

● インターンシップ事業所情報の公開

● 志望動機などを記入して学生が希望事業所をエントリー

● エントリー情報をもとに面談（選考）

● 学生自身による履歴書・自己紹介書の送付

● インターンシップ参加学生の決定 ( 合格発表 )

● インターンシップ参加

● ビジネスマナー
● 同じ事業所に行く学生同士の顔合わせ

説明会

事後研修・成果報告会

新たなる挑戦

事前研修

実習先情報公開

学生のエントリー

マッチング面談

関係書類の送付

参加学生決定

実習

直前研修・連絡会

本学におけるインターンシップ参加の流れは以下のとおりである。
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追大生が参加できるインターンシップの分類
　追手門学院大学のインターンシッププログラムは、大きく『大学紹介』『外部紹介』『自由応募』の 3 つに
分類される。

大学紹介

追手門学院大学と協定を結んでいる事業所は約 200 社。例年、インターンシップ
実習先の大部分がこれにあたる。原則として学内選考に合格すれば実習に参加で
きるが、学内選考後、実習先による選考がある場合もある。

選考基準に達しない場合は実習には参加できない。業界・業種を問わず仕事を経
験したい人、企業の実際を知りたい人を対象とした体験型のプログラムが多い。

ビジネス現場での本気のチャレンジを通じて成長したい人は中長期のプログラム
にも参加できる。大学を通してのみ応募可能。
※ P.7 図 2 に示す「キャリア教育型」インターンシップのうち「業務補助型」を本学では「体験型」と呼び、

「課題協働型」を「追大実践型」と呼んでいる。

外部紹介

大学コンソーシアム大阪、兵庫県経営者協会など、大学外部の機関が仲介してい
るインターンシップ。多くの大学に向けて募集情報を発信しており、実習先の業
種や規模の幅が広い。

各紹介機関の選考試験（実習先による選考がある場合もある）に合格し、大学の
研修に加えて独自の事前・事後研修（各 1 回程度）を修了することが必要。募集
情報の詳細などについては各種ホームぺージ、インターンシップ窓口で入手でき
るが、学生自身でも注意が必要となる。

オンライン型で実施している外部機関もある。

自由応募

上記二つに当てはまらない、各事業所が独自に募集したり、民間のコーディネー
ト機関が仲介したりしているプログラム。学生自身で探し、応募する。

リクナビやマイナビなどいわゆる “ ナビサイト ” を通じて募集する事業所が多い
が、自社の HP などで独自に募集するものも多く、情報収集を怠らないことが大切。

実習日程・実習内容が良くも悪くも多様なため、追手門学院大学のインターンシッ
プの趣旨に合致し、必要書類の提出など条件を満たしたもののみ単位認定の対象
となる。

応募方法は学生の直接応募が多いが、原則的には応募前（最低でも実習参加 2 週
間前まで）にインターンシップ窓口へ自由応募届を提出し、相談をする。

大学にも募集情報が届くこともあり、その場合はインターンシップ担当から案内
する。

インターンシップの種類5
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■プログラムの概要
ガンバ大阪の本拠地・パナソニックスタジアム吹

田の開業と同時に、2016 年度から始まったプログ
ラム。「J1チーム最大級のインターンシップ」という
触れ込みでスタートし、現在では毎年他のチームか
ら運営方法について問い合わせが入るような特徴的
なプログラムになりました。実習期間は 6 ヶ月以上
が基本と相対的に長期であり、参加者は低年次生を
中心に多い時で 60 人に達する大人数での実習です。
いわば、インターン生達が一つの部署を形成し、ガ
ンバ大阪からのミッションに応じて自立的に活動する
プロジェクト型のインターンシップです。主な業務内
容は、ホームゲーム実施日のスタジアムでの来場者の
おもてなし。インターン生自身で人員配置の計画を行
い、来場者のチケット確認や誘導、2020 年度から
は感染症拡大防止のための消毒業務などを担当して
います。学生たちの提案により徐々に業務範囲を拡
大しており、ファンクラブへの勧誘やイベントブースの
運営補助などのほか、試合日以外には地元でのホー
ムタウン活動にも協力しています。

■実習スケジュール
実習開始前 : スタジアムでの研修（施設の把握、企

業理念や実習の目的等の確認）
試合前日 :
　学内でのミーティング
試合当日 :
　スタジアムでの案内業務等
試合後日 :
　学内での振り返りミーティング
シーズン終了時 : シーズン報告会（ガンバ大阪役員に

対する実習報告）
オフシーズン : ホームタウン活動等の補助業務

■参加者の声（2019 年度春から参加）
中学生からガンバ大阪のファンだったこともあり、

入学後すぐにこのインターンシップに参加しました。

この取り組みでは「感動を生み出すおもてなし」の実
現を目指し、試合ごとに前日会議から試合当日の運
営、後日の振り返り会議まで、最大 60 名を超える
インターン生がチームで実施します。実際の運営業
務で発見した問題についてチーム全員で議論し、改
善点の抽出やその方法を模索、ガンバ大阪のスタッ
フに提案します。この取り組みを通じて、チームワー
クの重要性やお客様とのコミュニケーション、目上の
方との関わり方といったビジネスリテラシーなどを身
につけることができました。

代表的なプログラム①【追大実践型:ガンバ大阪】6

※代表的なプログラム紹介については、事業所から発信される
インターンシップ概要を掲載した PR シートより抜粋。

ホームゲーム
ごとに

繰り返し
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■プログラムの概要
石材 ( お墓 ) 業界のリーディングカンパニーである大

阪石材工業株式会社。追大卒業生も多数在籍してお
り、実践型インターンシップの受け入れも今年で 7 年
目と、追手門との関わりが深い、風通しの良い社風
が魅力の企業です。

そんな大阪石材工業でのプロジェクトは、「イベント
への集客」を考えること。月に1 回程度の割合で開
催している会社説明会などのイベントに、少しでもたく
さんの人にきてもらうためには、どのような告知 PRを
すればよいかを考え、実際にビラ配りや大学訪問など
集客のための活動を行い、イベントの盛況につなげ
ていく取り組みです。約 1ヵ月半の期間中に、調査
活動 ~アイデア作り、企画書の作成、集客活動、イ
ベント実施まで一連の仕事に取り組みます。大阪石
材工業の魅力を広く多くの人に伝えることができるよ
うな、斬新なアイデアを期待しています。

■実習スケジュール（2019 年度）

■参加者の声（2019 年度春休みに参加）
3 年生になり就職活動で焦らないために、早い時

期にインターンシップに行っておきたかったので参加
しました。仕事内容としては総務の手伝いが主でし
たが、営業から工務など様々な部署と関わりながら
仕事ができたので、会社の全体像を知ることができ
ました。

実習期間内にイベントを開催しなければならない
という課題があり、企画を考えるところから実施に
むけたチラシ作り、配布、大学訪問、会場準備など
一連の仕事の流れを経験させていただくことができ、
大変でしたが与えられた課題もクリアでき、満足でき
るインターンシップになりました。

今後、他のインターンシップにも参加し、今回身
についた力が通用するかどうか、改善点はどこにある
かなど、自分の強みと弱みを知ることにつなげてい
きたいと思います。

1週目
事業所について学ぶ　
イベントの企画を考える　
他のイベントの調査

2 週目 企画書作成提出　集客方法の検討

3週目 広報活動　イベント実施準備

4週目　イベント実施　会社説明プレゼン

代表的なプログラム②【追大実践型:大阪石材工業（株）】6
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■プログラムの概要
和歌山は白浜にある旅館むさしは、人気温泉旅館

ホテル 250 選に通算 5 回以上入選した旅館が認定
される「5 つ星の宿」、子育てファミリーが安心して
宿泊できる「ウェルカムベビーのお宿」、「日本の夕陽
の宿・百選」などに認定されている上質な旅館です。
参加者は約 2 週間旅館の社員寮に住み込み、旅館
の仕事を体験しながら、企業からのミッションに取り
組みます。

2019 年 2 月に実施したプログラムでは、①インター
ンシップ実施時期に多く来館される特に外国人観光
客の満足度を調査し、お客様のニーズに合ったサービ
スを考案すること、②季節に合ったシーズンイベントを
企画すること、の 2 つのミッションに挑戦しました。

旅館むさしの魅力をお客様に伝えられるような企
画を、学生自身が提案し、実施するプログラムです。

■実習スケジュール（2019 年度）

■参加者の声（2018 年度夏休みに参加）
中学、高校時代で経験した職場体験より、実践

的で深い学びがありました。検討段階では社員の方
からのダメ出しが多くありました。その時に「プロジェ
クトの目的」をしっかりと理解した上で取り組む大切
さが身にしみました。当初の案では、繁忙期で満員
となる夏限定のプランを提案してしまったのです。目
の前の課題にとらわれすぎて、根本的なところが見え
なくなっていたことに、指摘を受けて気がつきました。

社員の方から言われた「失敗してはダメ」という言
葉も印象に残っています。これは「何も考えずに取り
組んではいけない」という意味で、「どうすれば達成
できるかを常に考えながら取り組まなければ、成長
につながらない」ということです。この言葉は、実習
後の学生生活にもずっと役立っています。

代表的なプログラム③【追大実践型:紀州白浜温泉むさし】6

1週目
旅館の仕事を全般的に学ぶ
クローク業務、レストラン業務、客室
業務等

2 週目
ミッションに取り組む
現地視察、資料作成、企画提案のプ
レゼン
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■プログラムの概要
コカ･コーラ ボトラーズジャパンは、日本のコカ･

コーラシステムの約 9 割の販売量を担う、国内最大
のコカ ･コーラボトラーであるとともに、世界に 250
以上あるコカ ･コーラボトラーの中でも、売上高で
アジア最大、世界でも有数の規模を誇ります。そんな
コカ・コーラボトラーズでのインターンシップは、主に
ベンディング（自動販売機）事業に関わる実習内容
となります。ベンディング事業では、自動販売機 1台
当たりの売上げ拡大に向けて、新製品・自動販売機
限定製品の投入や、設置場所の特性に応じた品揃え
の徹底など、自動販売機の魅力向上に努めています。
また、新規設置における優良ロケーションの獲得に
向け、ポテンシャルの高い屋内ロケーションへの積極
展開や、スマートフォンアプリ「Coke ON」など IT
を活用した新たな価値の提供に取り組んでいます。

今回のインターンシップでは、他大学の実習生と
ともにトレーニングセンターでの研修を受けながら、
関西地域のベンディング営業同行を体験します。制
服を着用し、担当の社員の方と行動を共にするため、
実習とはいえ社員としての実感を得やすいです。また、
他大学の学生との関わりもあるので、実習生同士が
切磋琢磨することのできる環境だといえるでしょう。

■実習スケジュール（2019 年度）

■参加者の声（2019 年度夏休みに参加）
実習生がみんな真面目で積極性のある学生だった

ので、それにとても良い影響を受け、自分の取り組
みも自然と積極的になりました。営業同行期間は、
営業職の社員の方の働き方をリアルに体験すること
ができたと同時に、移動中のコミュニケーションも多
く取ることができたので、貴重な経験談などを聞か
せていただくことができました。最終成果発表では、
他の実習生に負けないように自分の成長をアピールす
ることに努めました。その結果社員の方からもよい
評価をいただくことができました。

1日目 トレーニングセンターでの
事前研修　配属決定

2日目~ 配属先での営業同行

5日目 トレーニングセンターでの
事後研修　成果発表あり

代表的なプログラム④【体験型:コカ・コーラボトラーズジャパン（株）】6
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■プログラムの概要
キッザニアは楽しみながら社会のしくみを学ぶこ

とができる「こどもが主役の街」です。体験できる
仕事やサービスは、約 100 種類 ! 本格的な設備や
道具を使って、こども達は大人のようにいろいろな
仕事やサービスを体験することができます。約 2/3
のこどもサイズで作られた街には、テレビ局や銀行、
警察署など約 60 のパビリオンがあり、来場したこど
も達は好きなパビリオンを選んで体験することがで
きます。

このインターンシップでは、キッザニア甲子園内の
パビリオンでの業務を体験します。事前研修を通し
て事業所の概要について学び、来場者に対応するこ
とのできるスキルを身につけたうえで、パビリオンに
配属され、実際の運営業務を行います。こども達と
の関わり方はもちろん、テーマパークの運営について
も学ぶことができるため、毎年人気のインターンシッ
プとなっています。また、キッザニア甲子園には卒業
生も多く就職しており、実習期間に卒業生から指導
を受ける機会もあります。

■実習スケジュール（2019 年度）

■参加者の声（2019 年度春休みに参加）
予想外の動きをするこども達に気を配ることの難

しさがありましたが、「楽しかった」と何度もアクティ
ビティを受けに来てくれたこどももいて達成感を感じ
ました。多くの人と関わることで、人と接する楽しさ
に気づくことも出来ました。

1週目 事業所について学ぶ　
配属決定　事前研修

2 週目 パビリオンの運営業務　
来場者対応

代表的なプログラム⑤【体験型:キッザニア甲子園】6
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■プログラムの概要
グローバルな事業を展開する日本企業から課せら

れたミッションを遂行する、実践型インターンシップ
です。企業は本学卒業生が経営する株式会社フジオ
フードグループ本社。ミッションはベトナムにうどん
店を展開するための現地調査です。渡航前に海外事
業の責任者から直接ニーズをヒアリングし、学生た
ちが調査活動の企画を立案。初年度の 2017 年度が
うどんの認知度と嗜好調査、2018 年度は出店場所
の立地調査、2019 年度には具体的なメニューと店
舗のしつらえを調査に基づいて提案するという風に、
年々その時の企業側のニーズに沿ったテーマで取り
組んできました。

前半の1 週間はホーチミンでビジネストレーニング。
後半の1 週間はハノイに移り、ベトナムの経済、歴史、
文化などを学ぶ特別授業を本学の協定校であるベト
ナム貿易大学で履修するとともに、現地学生の協力
を得ながら調査活動を実施。多くの日本企業が注目
するアジアの新興国・ベトナムの可能性を肌で感じま
す。帰国後、ミッション提供企業へのプレゼンテーショ
ンおよび学内の報告会でプログラムは完了。参加し
た学生たちは成果達成力、マルチタスク対応力、言
語を超えたコミュニケーション能力など、グローバル
に活躍するためのマインドとスキルを磨いています。

■実習スケジュール（2019 年度）

■参加者の声
　（2018 年度夏休みに参加）

海外での多くの人たちとの協働。そのなかで埋も
れる不安もありましたが、自分のポジションを見いだ
せたことで、自身の強みを発見できました。とてもタ
フなミッションでしたが、やり遂げることができ、壁
を破ったという達成感があります。

1週目

ホーチミンでのビジネスブートキャン
プ。複数の日系企業から日々与えら
れるリアルな事業課題に基づき、ホー
チミンの街に深く入り込み調査を実
施する。

2 週目

首都ハノイへ移動。ベトナム貿易大
学の学生がサポーターとしてチーム
に合流。フジオフード社からのミッ
ションに基づき調査を進める。

代表的なプログラム⑥【追大実践型:実践型海外インターンシップinベトナム】6
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2020年度夏期オンライン型
インターンシップの開発と実践

本章では、本学において 2020 年 8 ～ 9 月に実施したオンライン型イン
ターンシップの開発・実践について報告する。新型コロナウイルス感染症の
拡大をうけ、大学がコーディネートしていた 2020 年度夏期の対面型インター
ンシップは全て中止とし、フルリモート型インターンシップの開発と実践を
行った。開発の経緯、対面型との比較や、学生の学習効果、フルリモート型
の特性とプログラム構築のポイントなど、実践を通じた知見を報告する。
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オンライン型インターンシップの開発1

1 -1 開発の背景
今回のオンライン型インターンシップ開発の背景

には、本学が 2018 年の学院創立 130 周年にあわ
せて、新教育コンセプト『WIL（Work-Is-Learning）』
を発表したことがある。これは、変化の激しさを増
す現代・未来社会においては、行動（Work）から
学び（Learning）、同時に学びを実践に反映すると
いうWorking=Learning スタイルが求められるこ
とを念頭に、それを実践的に体得するための学修機
会を全学的に創出していくというものである。新型コ
ロナウイルス感染症の拡大の中で 2020 年度夏期の
インターンシップについての方向性を判断するにあた
り、様子見や中止よりも、オンライン型の開発実践
に挑戦することを決断したのも、WIL のコンセプト
を教職員自らが実践すべきだという共通認識があっ
たためであった。

背景のもう一つには、これまでのインターンシップ
のコーディネート等を通じた受け入れ事業所（以下事
業所という）とのコミュニケーションや、プログラム
構築ノウハウの蓄積があったこともあげられる。例年、
約 250 の事業所と継続的にやりとりをし、協定を締
結してのインターンシップ等様々なプログラムに協力
いただいてきたことで関係構築ができていたことや、
プログラムは協働で開発するものという考え方から、
大学だけで抱え込まず、事業所に丸投げもせず、一
緒に検討しましょう、というスタンスで臨めたことも
挑戦のハードルを下げた。

1 -2 開発の流れ
1-2-1 開発意思決定と事業所への呼びかけ

上記した背景も後押しし、比較的早期にオンライ
ン化の意思決定を行うことができた。2 月下旬には
オンライン化の検討を開始し、直後には 2020 年度
から学長に就任する真銅正宏副学長との話の中で
も、是非進めるべきとの声を得て、3 月 12 日には最
終決定している。政府の新型コロナウイルス対策専

門家会議でいわゆる 3 密という言葉が初めて登場し
たのが 3 月 9 日、東京五輪・パラリンピックの延期
が決定したのが 3 月 24 日であった。5 月 8 日にはこ
れまでに関係のあった約 250 事業所に対して、対面
での実習の中止とオンライン型プログラムの開発へ
の協力呼びかけを発信した。結果、18 事業所から
参画の申し出が得られた。

図 1 オンラインインターンシップ開発への協力呼び
かけ文書
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1-2-2 開発検討会
プログラムの開発にあたっては、協力事業所を集

めたオンラインでの検討会を複数回行い、意見交換
しながら開発を進めた。5 月 21日にプレキックオフ、
5月28日に第一回検討会を開催し、以降週一度 90 分
間のペースで、6 月 18 日の第四回をもって終了した。
WEB 会議システム Zoom を使用し、キャリア開発
センター教員がファシリテーターを務めて、適宜グ
ループに分かれて討議をおこなった。基本的にはこ
のコロナ禍の中で各事業所が直面している課題の解
決に取り組むプロジェクト型の実習とすることが決ま
り、共通テーマで複数の事業所が募集するプログラム
の開発が行われるなど、短期間で生産的な議論がで
きた。参加した事業所の担当者の中からは、「リモー
トワークの経験が少なく、インターンシップのイメー
ジが湧いていなかったが、検討会そのものが予行演
習となって手応えを感じた」「他社の方との意見交換
を通じて、着地点を見出すことができた。検討会が
なかったら戸惑っていたと思う」「他社の方々も同じよ
うな課題意識を持っていることがわかった」「検討会

が終わってしまうのが寂しかった」といった声が聞か
れ、有意義であったとの感想が多数を占めた。一方、
議論を進める中で、やはり対応が難しいと実施を断
念する事業所もあった。なお、検討会に加えて、7 月
16 日に受入事業所向け説明会を実施し、実習開始
に向けた懸念点の解消と、後述する実習期間中のコ
ミュニケーションツールについての説明をおこなった。

1-2-3 学生募集と事前研修
6 月 30 日、7 月 2 日にオンラインでの学生向け

説明会を開催し、7 月 20 日募集締め切り、7 月下
旬面接、7 月 30 日にのべ 46 名の参加を決定した。
ただし、うち 22 名は検討会のなかでアイデアが出た、

「オンライン企業見学」プログラムへの参加者であり、
厳密な意味ではインターンシップの参加者ではない。

8 月 6 日に事前研修をオンラインで実施し、例年
同様の目的目標整理やビジネスマナーに加え、リモー
トワーク特有の留意点や、使用するツールの説明に
時間を割いた。

表 1 オンライン型インターンシップ開発検討会の実施スケジュール

回 日程 （2020 年） 参加者数 開催目的

プレ 5 月 21日 9人 < プレキックオフ > 
検討会の方向性・方針決定 

1 5 月 28 日 23 人 < キックオフ検討会 > 
趣旨、実施・検討のスケジュールの確認、自己紹介 

2 6 月 4 日 15 人 < 検討会 > 
オンライン型インターンシップ企画案のブレーンストーミング 

3 6 月11日 9人 < 検討会 > 
オンライン型インターンシップ企画案のブラッシュアップ 

4 6 月18 日 17人 < 検討会 > 
オンライン型インターンシップの募集要項の確認 

説明会 7 月16 日 16 人 < 実施に向けた説明会 > 
コミュニケーションツールの操作方法の共有など 

振返 10 月 7 日 14 人 < 検討会 > 
振り返り・オンライン型実施におけるポイントのまとめ
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実施2

2-1 実施に向けた制約と環境整備
オンラインでのプログラム実施にあたって様々な

制約があるため、それを補うために主に以下三つの
環境整備が必要となった。

一つ目には、学生と事業所のインターネット環境
整備、および基本的なリモートワーク経験の導入段
階を経ておく必要があった点があげられる。学生に
ついては前期中の講義が全てオンライン化していたた
め、夏までにインターネット環境の整備が進んだこと
と、大学側でも様々な形で補助制度を用意していた
こともあり、実習にあたって殊更この点が課題になる
ケースは無かった。また、IT に苦手意識のある学生
はそもそも応募してこなかったものと思われる。事業
所側については、検討会の開始時点では担当者自身
がオンラインでのチームワーキング経験が少なく、実
習のイメージができないという不安の声もあったが、
検討会でのワークを通じて、オンラインでできること
とできないことの実感を得ることができたとのことで
あった。

二つ目には対面での実習と比したコミュニケーション
の困難さを補う工夫が必要であった。これについて
は大学側でオンラインコラボレーションツールを準
備した。リモートワーク導入が進んでいる企業では、
各社様々なツールを活用しているとのことであった
が、そこに学生を加えるのは情報管理の面で問題が
あり、現実的では無いケースもあった。今回具体的
には Slack 社の教育支援プログラムを活用した。初
めは少し操作等に戸惑いも見られたが、学生、受入
担当者とも、概ね問題なくスムーズに利用できたよ
うである。従来は学生に冊子を持たせて対応してい
た実習日報も、Slack の機能を利用して記録・蓄積
できるようにした。また、学生にとって馴染みがある
LINE をベースに実習を進めた事業所もあった。い
わゆるWEB 会議システムについては、Slack のコー

ル機能を利用した事業所もあれば、Zoom など自社
で契約している別のシステムを利用した事業所もあっ
た。これは先のコラボレーションツールと異なり、社
外とのやりとりも前提になっているものなので各社
の対応に委ねた。実習後学生にとったアンケートで
は、受入事業所や大学側の工夫で効果的だったことと
して、約 27%（回答 22 人中 6 人）の学生が Slack の
利便性について言及しており、その効果は高かったと
考えられる。

三つ目に、上記の Slack 導入にあたり、基礎的な
操作方法を学生と受け入れ担当者に習得してもらう
必要があった。こちらは、事前に基本操作をまとめ
た資料を配布したり、先に述べた学生の事前研修や
事業所むけ説明会でレクチャーしたりして対応した。

2-2 オンライン型インターンシップ
　　  プログラム例

プログラム一覧は以下の表に示した通り。このう
ち No.1、No.2 と No.3 はそれぞれ複数の事業所が
同テーマで実施したものである。No.7 は島根大学と
の共催となったもので、島根大学学生 5 名、本学学
生 5 名がペアとなり、雲南コミュニティキャンパスの
取り組み事例の記事作成を行うものであった。遠隔
地の学生同士が協働できるのもオンライン型ならで
はといえる。その意味では、メキシコでのスペイン語
マンガアプリのマーケティングに取り組んだ No.10
のプログラムは、オンラインならではの場所に制約さ
れない特性を最大限に活かしたプログラムであった。
No.11 は 5 社の企業見学を次々に実施するというも
ので、先述した通り厳密にはインターンシップではな
い。オンラインの特性を活かしたプログラムとして派
生的に実施したものである。
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表 2　開発されたオンライン型インターンシッププログラム一覧

No. タイトル

1 オンラインでできる効果的な採用活動方法を考えよ 
これからの就活を変えるのは君だ !!

2 With&After コロナの社会に安心安全を !
大切な人に『楽しく会う』ためのガイドライン作成プロジェクト

3 離れていても、あなたの笑顔は絶やさない !リモートレクレーション開発実施プロジェクト

4 全国の介護施設を巻き込んだオンラインカラオケ大会を仕掛ける !
高齢者が世代間交流をしながら輝けるプロジェクトづくり

5 誰もがいきいき輝ける社会へ ! 男女共同参画センター クレオ大阪の PR 動画制作プロジェクト☆

6 追大の Web コンテンツなども手掛ける企業で印刷業界の未来を共に考える〇〇印刷株式会社 
5Days インターンシップ（体験型）

7 島根県雲南市の魅力発掘・発信プロジェクト「縁ターンシップ」

8 SNS でムーブメントを起こして「ありがとう」が響き合う社会を作る !
# エッセンシャルワーク # ありがとうプロジェクト

9 関西スタートアップ企業経営者達の「天下一の志」実力派経営者から学ぶ成長企業の見分け方

10 完全オンラインで実在のアプリの海外展開に挑む真のグローバルビジネス経験
「Global Marketing Online」

11 まずは知る !これが一番効率的だと思います ! 超 ! 高効率オンライン企業見学 !
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実施の成果と影響3

3-1 学生への教育効果
学生には 10 月 3 日の事後研修でアンケートに回

答してもらった。以下に 2019 年度夏期のものとの
対照グラフを示す。社会人基礎力の向上度合いにつ
いて 5 件法で聞いた質問で、「あがった」との回答
割合にはほとんどの項目で 2019 年度夏期のものと

差異が見られない。唯一、ストレスコントロール力に
ついては 2019 年度比で約 -21 ポイント（2019 年度
は約 80%、2020 年度は約 59%）と減少しており、
単純に考えればストレスにさらされることが少なかっ
たものと思われるが、他の要素を含めて今後詳しく
検討したい。

また、アンケートにおいては、『会社・事業所の雰
囲気をつかめたと思いますか』との質問に対し、回
答 22 人中 19人が「はい」と回答しており、事業所
内の様子を直接見聞きすることはできなかったもの
の、各事業所の工夫により、その一端は掴むことが
できたと感じた学生が多かったようである。回答理
由の記述内容からは、受け入れ担当者だけではなく
複数の社員とコミュニケーションする機会や、社員同
士のやりとりの様子を見る機会、事業所内の様子を
映像などで見る機会が有意義であったことが窺える。

また、事後研修において実施した「実習報告プレ
ゼンテーション」の中では、『最高の予行演習となっ
た』等、自らが働いていく“ アフターコロナ ” の就業
環境を体験することができたという前向きな声が多
く見られた。

3-2 企業・大学、及びプログラムにおける
　　  影響・効果

事業所も送り出す大学も、オンライン型インター
ンシップは、初めての試みである。前述のとおり、
事前の開発会議、直前会議、事後振り返りを繰り
返すことによって、インターンシップは実施すること
が可能となった。それでは、オンライン型インターン
シップを実施することは、事業所やコーディネートを
行う大学にとってどのような影響や効果をもたらした
のか。また、プログラムそのものにどのような変化が
あったか。それらを明らかにするために、参加学生お
よび受け入れ担当者に対して行ったインタビュー調査
から導かれた影響や効果は、以下のとおりである。

図 2　社会人基礎力の向上に関する自己評価 :2019 年度夏期実践型インターンシップ（N=34）と
　　　2020 年度オンライン型インターンシップ（N=22）の比較
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3-2-1 目的の再設計の必要性
インターンシップの実施目的には、社会貢献、学

生の得意分野の活用、大学とのパイプ作り、自社社
員の教育の一環などがあげられるが、近年は採用活
動が重要な目的となってきている。リモートワーク型
インターンシップの導入においては、活動の内容や範
囲の変更を余儀なくされるため、新たなプログラムを
開発することになる。そのプロセスにおいて、従来
のインターンシッププログラムが体系化されているの
か、内容の意味づけはなされているか、実施意義な
どの明確化は十分か、などを問う機会になっている。

3-2-2 実習内容の再設計の必要性
オンライン型インターンシップは、セキュリティー

の面から扱える情報に制約がある。事業所内での就
業体験のように、そこで扱う個人情報等に触れるこ
とはできない。事業所等が提示する課題の解決策を
検討し提案するものや、広報ツールなどの成果物・
制作物の完成が実習内容となることが多くなり、日常
的な就業の体験機会からの変更を余儀なくされる。

この場合は、到達ゴールをシンプルに、明確にす
ることで、受け入れる側にとっても取り組みやすいイ
ンターンシップとなる。学生への関わり方は、達成目
標である課題の解決策・成果物・制作物の完成まで
に合わせた、短期目標・長期目標の設定や、進捗管
理（スケジューリング）が優先される。

3-2-3 対象の拡大
オンライン型インターンシップは、距離の制約から

解放されるところに大きな特徴がある。地方の活性
化に取り組むインターンシップ、通常なら通勤ができ
ないような中距離圏内からのインターンシップ参加、
さらには海外のマーケティングを行うインターンシッ
プなど、募集対象となる学生の居住範囲に制約はな
くなるため、対象地域は限りなく広がることになる。
本学の学生が、海外のマーケティングを行うインター
ンシップに参加したように、受け入れる側は日本中か

ら、さらには世界中からインターンシップを受け入れ
ることも可能となった。

3-2-4 情報共有機会の再設計の必要性
オンライン型インターンシップは、事業所に行って

就業体験を行うインターンシップのように、実習時間
内にいつでも受け入れ担当者等とコミュニケーション
を図るということは想定されていない。例えば朝・昼・
夕方の一日 3 回など、コミュニケーションの機会が設
定されることが多い。受け入れ担当者としては、言動
の「言」の部分つまり TV 会議システム内での会話
やメールの文字（言葉）しか共有できない状況である。
言動の「動」の部分を見ることができない環境下で、
実際に学生が作業をしている時間はそっくり抜けてし
まう。その環境下で、受け入れ担当者に頼ることなく、
学生が個人で考えて課題に取組み、あるいは学生同
士でコミュニケーションを図り協働しながら考えて課
題に取組み、想定外の解決策、期待以上の成果物・
制作物が完成したという結果も認められた。

インターンシップ受け入れ担当者と学生の間での
情報共有の機会や目的をどう設計するのかは、基本
的には、そのインターンシップの目的や内容に従うこ
とになる。

なお、受け入れ担当者として、学生から信頼感を
得ることや、学生が楽しんで参加できる雰囲気を醸
成することに努めた、という事例があったことは付記
したい。

3-2-5 実施経費の最小化
オンライン型インターンシップでは、学生を受け入

れるためにかける経費はほとんど発生しない。また、
受け入れ担当者をはじめ事業所の関係者が学生の受
け入れ準備にかける人件費、受け入れ担当者が実習
指導にかける人件費等の間接経費も最小化される。
この点は、オンライン型インターンシップの大きな魅
力の一つである。
3-2-6 危機管理の軽減
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インターンシップには事業所内での事故や破損な
どの危機管理、学生のインターンシップ期間中の通
勤に関する危機管理が発生する。また、近年特に重
要になってきている危機管理は、事業所で所有する
個人情報などの管理である。意識的に行う情報の漏
洩はもちろんのこと、無意識で行う SNS などへの投
稿も対象となるので、契約書や覚書などを締結して、
意識付けを行うことは基本的な事項となる。

オンライン型インターンシップの実施の場合、社
内情報をインターンシップ学生と共有して業務を遂行
することには制約がある。受け入れ担当者は、情報
管理の観点から個人情報を排除した資料を用意した
り、公開されている情報から課題や成果・制作物を
つくれるようにインターンシップの内容を設計する必
要がある。

一方、遠方から学生を受け入れる宿泊を伴うイン
ターンシップの事業所では、対面型の場合、事業所
で学生を受け入れている時間以外に危機管理の必要
な事項が多い。住宅の準備から始まり、保険、通勤
にかかる公共の交通機関事情、土日の過ごし方など
で、それぞれに相応の注意が必要となる。それが、
オンライン型インターンシップでは全く必要なくなっ
たことで、担当者の負担は大きく軽減されたと推察
される。

オンライン型インターンシップでは、情報を扱う範
囲が限られているため、危機管理が比較的容易であ
るという効果が期待できることはもちろんであるが、
対面型で発生する情報管理以外の多くの業務が軽減
されることは、大きなメリットである。

3-2-7 ICT 環境の整備の必要性
オンライン型インターンシップを行う以上、ICT

環境の整備が不可欠であることは言うまでもない。
受け入れ事業の基本的な環境としては、Wi-fi 環境
が整っていることと、TV 会議システムが活用できる
ことが条件である。また、実習に使用する情報の送
受信を容易にするツールやコミュニケーションを促進

する Slack などのコミュニケーションツールが活用で
きることも必要である。

なお、現在では無料のシステムやツールが数多く
出回っている。プライベートなコミュニケーションで
あれば、それらを容易に使用することも可能であろう
が、インターンシップでは情報漏洩などの危機管理
の責任体制を確立することが必須であり、環境の整
備は不可欠である。

3-2-8 ICT スキルの向上
ICT 環境が整備されても、前述のツールやシステ

ムを活用するスキルが伴わなければオンライン型イン
ターンンシップは円滑に運営できない。自身が TV
会議システムを使ったリモートでのチームワーキング
経験が少なく、不安の声を挙げる受け入れ担当者も
いる。しかし、コロナ禍の採用活動が、オンライン
を使った説明会や面接等に変わった現在、ポストコ
ロナにおいてもオンラインを使った採用活動がまった
くなくなることはないと予想される。ICT スキルの向
上は、新たなスキルではなく、これからの時代に不
可欠のスキルとして認識し、事業所内でのコンセンサ
スの確立も不可欠である。

なお、ICT を活用した環境下で授業を受講してき
た学生は、TV 会議システムを使いこなすなどの基
本的な ICT スキルを身に付けていた。その結果、受
け入れ担当者の方が ICT に関して学生から教えられ
るという、通常のインターンシップとは異なる関係性
が生じたケースもあった。つまり受け入れ担当者と学
生が「教え、教えられる」関係性を共有し、受入事
業所内での ICT 活用が促進されることにつながった
という効果も見られた。
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3-3 効果・成果と影響のまとめ
オンライン型インターンシップの開発・実践を通じ、

学生はこれまでに実施してきた対面型のインターン
シップに準じた学び・成長を得ることができたことが
示唆された。また、事業所や大学には、当たり前に行っ
ていた対面型インターンシップの意味や意義を問い
直す機会が提供された。時間・場所・危機管理とい
う制約から解放されることで、事業所側にも多くのメ
リットがあることが示唆された。

コロナ禍によって、急速に進んだ働き方改革と
ICT 環境の整備。今後これを基盤として “ニューノー

マル ” な社会が構築されると予想される。事業所
が、その事業を継続して生き残ることができるかどう
かは、社会の変化に対応できるかどうかにかかって
いると考えられる。オンライン型インターンシップを
実施した事業所の担当者は、初めて経験する様々な
課題を経たうえで、「やってよかった」と声を揃える。
予測不能で困難な状況に社会が直面しても、解決の
糸口を見つけ、協働することで乗り越えることができ
る可能性を実感することができたことが、一番の効
果であったと言えるのではないか。
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今後の課題としては、調査分析の枠組みを設計
した上でプログラムの設計に入る必要があることと、
事前の事業所へのさらに丁寧なフォローが必要であ
ること、学生への事前研修の改善の三点がある。今
回、とにかく実践することに集中したため、事前に
調査・分析の枠組みを設計しきらずに進めてきた。
今後オンライン型やハイブリッド型プログラムの教育
効果向上を目指すためにも、調査分析は重要である。
また、学生のアンケートの中には、ごくわずかである
ものの事業所側が ICT ツールに不慣れすぎると準
備不足を訴えるものもあった。この点は事前にさらに
丁寧なケアをおこなっていきたい。また、リモートワーク

を進めるにあたって必要な力やスキル、その他重要
なこととして、約 36%（8 人）の学生がジェスチャー
や表情、反応を大きくすること、といった回答をして
おり、非対面であることによる非言語情報の不足を
補う必要性を感じたようであった。同時に、積極的
に発言することや端的に表現することが大事と回答
した学生が多く見られたため、これらも事前研修で
さらに強調していきたい。

なお、例えば福祉事業所でのケア業務など、その
事業所の中心業務に携わることが現状の技術では原
理的に不可能な場合もあり、この点はオンライン型
の限界であることを書き留めておく。

今後の実施に向けた課題と対策4
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アフターコロナに向けた課題5

コロナ禍の他に選択肢がない中で開発し、取り組
んだフルリモート型インターンシップではあったが、
アフターコロナは元の対面型のインターンシップに戻
るのか。
「グローバル企業のテレワーク実態調査」( エン

ワールド・ジャパン株式会社 2020) によれば、8 割
の企業が「今後もテレワークを継続」、そのうち半数
は「半永久的」に継続したいと回答しており、産業
界においてはテレワークの実施が定着していくことが
示唆されている。半ばテレワークという働き方を前
提として企業等の経済活動が行われる蓋然性が高く
なったと言えるだろう。このことは、テレワークとい
う働き方にも適応できる能力やスキルを身に付ける
教育を行っていくことが、今後の高等教育の一つの
役割となることが期待される、ということを意味して
いる。

この観点から、大学が今後のアフターコロナにお
いて、インターンシップを展開するための課題を挙げ
ておきたい。

5-1 ICT スキルやマナーの習得
2020 年度春学期、前述のとおり大学はコロナの

感染拡大防止という観点から、オンライン授業を余
儀なくされた。学生は自宅から、オンライン上で提供
される授業をリアルタイムで、オンデマンドで受講し
た。グループワークやグループ活動が前提の授業で
は、Webex や Zoom などの TV 会議システムを活
用しながら、授業が展開された。このことによって、
学生はブレイクアウトルームなどでのディスカッショ
ン、グループ活動での資料の共有、発言時のビデオ・
マイクの ON・OFF などの ICT スキルやマナーを否
応なく身に付けることになった。オンライン授業の展開
で身に付けたこれらの ICT スキルやマナーを身に付
ける機会を、いつ、どのようにつくるのか、が課題と
なってくると考えられる。

5-2 ハイブリッド型インターンシップの
　　開発・実施

フルリモート型インターンシップにおいては、経費
負担、危機管理上や社内の活性化などの面で大き
なメリット効果が認められることは前述のとおりであ
る。しかし、今回協働開発した事業所の担当者にお
いては、対面型インターンシップの実施に対する思い
は強い。地元住民、当該施設利用者、社員等との
交流によって深まる学びも大きいからである。時間や
距離を超越するというメリットを生かしつつ、対面型
インターンシップを組み合わせるハイブリット型イン
ターンシップへという流れは必至であろう。より効率
的、効果的なインターンシップとしてのハイブリット
型インターンシップの事業所との協働開発は、フル
リモート型インターンシップを開発した本学の責務
である。

5-3 成果物の水準と時間管理の関係
フルリモート型インターンシップを通して、課題の

解決策の提案や成果物の制作というインターンシッ
プへの期待も高まったことが推測される。今回のフ
ルリモート型インターンシップにおいて、制作物をミッ
ションとしてインターンシップを実施した事業所の担
当者から、制作物の質で評価するインターンシップ
制度を導入することはできないか、という申し出が
あった。

大学のインターンシップの単位認定制度は、基本
に時間数がある。本学では、30 時間の実習に対し
て 1 単位を認定する制度であるが、リモートの場合、
その時間管理が厳格にはできない。対面であれば、
進捗状況の管理が容易なので、学生の能力や適性に
応じて到達目標を修正できる。しかし、一日数回接
続して行うミーティングだけでは、それ以外の過ごし
方を把握することは難しい。同じ課題でも、ある学
生には容易で、またある学生にとっては難易度が高
い場合、前者は課題を早く終えてしまい、残りの時
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間を別のことに費やしているかもしれないという懸念
があるという。

実際にリモートワークが始まってから企業等でも、
「出社は仕事にあらず」（日本経済新聞社 2020a）や
「チームワークが覆い隠してきた、さぼっている人と
がんばっている人のパフォーマンスの格差が格差され
た。」（日本経済新聞社　2020b）など、時間から
成果に評価の観点を移す動きが出始めた。仕事をし
ているように見える社員の生産性が実は低く、今ま
で仕事ができないと思われていた社員の生産性が高
かったということが判明したというものである。“ そ
こにいる”ということで見えなかった、生産性や効率
性などを、成果（物）によって評価することが、インター
ンシップでもできないか、という問題提起が今回の
リモート型インターンシップによってなされた形であ
り、今後の検討課題であると認識すべきであろう。

5-4 リモート型インターンシップ未経験
　　 事業所への普及

2020 年度のリモート型インターンシップ開発にあ
たっては、前述のとおり、これまでに関係のあった約 
250 の事業所に対して、フルリモート型プログラムの
開発への協力呼びかけを発信した。その結果 18 事
業所の担当者が集まって、開発のための検討会はス
タートし、最終的には 13 事業所の参加でリモート型
インターンシップは実施された。

つまり、ほとんどの事業所はリモート型インターン
シップを実施できなかったことになる。実施できない
理由としては、接客などの就業体験を前提としており

リモートではできない、リモートでのインターンシッ
プをイメージできない、人材を含めて ICT 環境が未
整備である、などが挙げられる。しかし、働き方改
革や消費者の消費行動などもアフターコロナでは変
化することが見込まれる。リモート型インターンシッ
プは、社会の環境変化への適応という側面がある。

さらに、リモート型インターンシップは、時間・場
所・危機管理という制約から解放されることで、
①事業所側にも多くのメリットがある、②対面を前提
としたインターンシップにもリモート型で展開できる
可能性がある、③対面型とリモート型のハイブリッド
型によって高次化できる可能性を秘めている、と言
えよう。

これらのことを、どのように広報し、一つでもリモート
型を含んだインターンシップに対する興味や関心を
喚起し、実現につなげていくかが課題となろう。
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2020/7/14 週刊朝日 71 新型コロナで激変 ! 大学教育はオンラインで
2020/7/29 Between 2020.7-8 月号 33 オンラインインターンシッププログラムを開発

2020/11/9 リクルート カレッジマネジメント 
Vol.225 Nov.-Dec.2020 46 18 企業・団体と連携し、

フルオンラインインターンシップを開発

2020/11/20 特大号 AERA　No.54 67 海外インターンがオンライン化
自宅から世界で働く

❷WEB

掲載日 媒体名 タイトル

2020/5/15 大学プレスセンター
追手門学院大学が産学連携でオンラインインターンシッププ
ログラムを開発へ -- 企業と大学でプロジェクトを新規立ち
上げ

2020/5/15 キャリアの広場 追手門学院大学、産学連携でオンラインインターシッププロ
グラムを開発へ

2020/5/17 ICT 教育ニュース 追手門学院大、産学連携でオンラインインターンシッププロ
グラムを開発へ

2020/5/23 大学ジャーナル 追手門学院大学、オンラインによるインターンシップを企業
と開発へ

2020/6/1 大阪日日新聞 オンラインでインターンシップ　追手門学院大
2020/6/17 SankeiBiz 大学が企業にアプローチするオンライン型インターンシップ

2020/7/16  @Press コロナ禍でも海外インターン! オンラインインターンプログラ
ムを追手門学院大学が夏休みプログラムに採用 !

2020/7/24 留学ニュース .com 追手門学院大が海外オンラインインターンプログラムを夏休
みプログラムに採用 !

2020/8/6 PR TIMES 課題はスペイン語の漫画アプリのプロモーション。
海外オンラインインターンシップスタート

2020/8/20 キャリアの広場 追手門学院大学・島根大学、島根県の中山間地域を受け入
れ先とするオンラインインターンシップを開始

2020/8/21 PR TIMES 島根県の中山間地域に若者をよぶ取組を大学間連携で
PR。追手門学院大と島根大でオンラインインターン

2020/8/21 大学プレスセンター
追手門学院大学と島根大学がオンラインインターンシップを
スタート -- 島根県の中山間地域に若者をよぶ取り組みを 2
大学連携で PR

2020/8/24 遊都総研
追手門学院大学と島根大学、中山間地域の雲南市に若者を
よぶ取組の PR を考えるプログラムをスタート、オンライン
インターンシップの一環　島根県雲南市

2020/8/24 ICT 教育ニュース 島根の中山間地域に若者をよぶ取組みの PR 追手門学院大
と島根大が開始

2020/11/20 AERA.com コロナ禍でもグローバルでビジネス体験オンラインで切磋琢
磨する学生たち

インターンシップ広報実績6
2020 年度本学インターンシップの新聞や WEB ページへの掲載実績は以下のとおりである。



33

●大阪日日新聞　2020年6月1日（WEBページ）

●リクルート カレッジマネジメント Vol.225 
Nov.-Dec. 2020

●SankeiBiz　2020年6月17日（WEBページ）

掲載記事例 :
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ワークシート
実習の効果を高めるため、事前事後の研修を含め、実習期間を通じて様々

なワークシートを用いて学生が思考の整理を行えるようにしている。実習参

加前に学生があらためて自分自身のインターンシップ参加の目的や目標を設

定して行動計画を作るためのシートや、実習前後に検討することで実習中の

視点が定まり、企業や業界を分析する目を養うための SWOT 分析シートな

どである。この章では、2019 年度まで実施してきた標準的な事前研修・事

後研修の実施要領や、2020 年度現在使用しているワークシート等から、代

表的なものを紹介する。
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2019 年度 冬春インターンシップ事前研修 実施要領

1. 実施目的
(1) インターンシップに参加する上での大事な心構えを理解する
(2) インターンシップの参加目的・目標を明確にする
(3) 履歴書・自己紹介書の書き方を理解する
(4) ビジネスマナーの必要性、インターンシップで必要なマナーを理解する
(5) 事前の事業所研究、インターンシップ中の事業所研究方法を理解する
(6) ビジネス現場で必要なコミュニケーションのルールを理解する

2. 日時
2019 年 10 月 2 日（日）
9:00 〜 16:40

3. 場所
総持寺キャンパス A581 教室

4. 対象
2019 年度 冬春単位認定型インターンシップ参加希望学生

5. 実施内容（当日のタイムテーブル）

以上

時間 内容 備考

9:00 〜
10:30

■ 出席確認
■ オリエンテーション
■ プログラム 1「インターンシップ参加の心構えと目標設定」

10:40 〜
12:10 ■ プログラム 2「就活でも役立つ ! ビジネスマナーの基礎」

昼食

13:00 〜
14:30 ■ プログラム 3「会社のしくみが分かる ! 業界・企業研究の基礎」

14:40 〜
16:10 ■ プログラム 4「実践 ! 職場のコミュニケーション」 アンケート実施

15:50 〜
（16:00） ■ コミュニケーションアワー
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2019 年度 冬春インターンシップ事後研修 実施要領

1. 実施目的
(1) 自身の経験を振り返ること。
(2) 他者の経験を共有することで、忘れていたことを思い出す、あるいは新たな気付きを得ること。
(3) 他者と協力して、インターンシップに関するプレゼンテーションを行うこと。

2. 日時
2020 年 3 月 30 日（月） （4 月 25 日 ONLINE に変更）
9:00 〜 16:00

3. 場所
総持寺キャンパス A311、A391

4. 対象
2019 年度 冬春単位認定型インターンシップ参加学生

5. 実施内容（当日のタイムテーブル）

以上

時間 内容 備考

9:00 〜
（15 分）

■ 出席確認
■ オリエンテーション

9:15 〜
（25 分）

■ インターンシップ体験のシェア
1 人 4 分程度で、自身のインターンシップの体験と得たこと、
学んだことをシェアする。（4 分× 6 人 = 約 24 分）

9:40 〜
（75 分）

■ グループワーク 1（適宜休憩）
課題説明、1 回目のプレゼンテーションに向けたワーク

10:55 〜
（70 分）

プレゼンテーション 1
■ 発表説明（5 分）
■ テーマ「インターンシップで得たこと、学んだこと」

（1 グループ 5 分× 8 グループ =40 分）
■ グループ単位で、担当グループの改善点を記入（10 分）

模造紙や身体表
現によるプレゼ
ンテーション

12:55 〜
（90 分）

グループワーク 2（適宜休憩）
■ 課題説明、2 回目のプレゼンテーションに向けたワーク

14:25 〜
（85 分）

プレゼンテーション 2
■ 発表説明（5 分）
■ テーマ「来年インターンシップを考えている学生へ」

（1 グループ 7 分× 8 グループ =56 分）
No1 グループ選出（5 分）

■ ファシリテーターからのコメント（5 分程度）

パワーポイント
を使ったプレゼ
ンテーション

15:50 〜
（16:00） まとめ、アンケート記入、事務連絡 アンケート作成
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Work 
Sheet
A・B

A. 目的・目標シート

B. SWOT 分析シート
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C. 自己 PR 作成シート

D. 志望動機作成シート

Work 
Sheet
C・D
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E. 課題　業界研究シート

E. 課題　業界研究シート

Work 
Sheet

E
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インターンシップ実習ノート

インターンシップ実習ノートの使い方
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実習にあたっての留意点

実習にあたっての留意点
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実習日誌

実習日誌
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中間振り返りシート

出欠表・実習評価表
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あとがき

キャリア開発センター長　伊藤文男
（基盤教育機構　教授）

始めの一歩を踏み出すには、大変な勇気や強い意志が必要である。さらに、それを継続発展させる
ためには、より大きな努力が必要になる。本学は、2000 年度の正課科目でのインターンシップをスター
トさせて、本年で 20 年目を迎えた。この間、量的質的拡大に取組み、2018 年度には本学での最多数
となる 437 人の学生がインターンシップに参加するに至った。しかし、2019 年 12 月中国武漢に始まっ
た新型コロナ感染症によって、従来当たり前であった対面型インターンシップの実施が不可能になった。
一方、これを機に、大学と事業所が協働して新しいインターンシップの開発と実施へと結びつけること
ができた。これまで本学のインターンシップを支え、発展に尽力された教職員及び受け入れ事業所の方々
への感謝の意を込め、これまでのインターンショップの実績をまとめることとした。それと共に、数年
後に振り返った際、インターンシップのターニングポイントとなり得る 2020 年度のフルリモート型イ
ンターンシップの取組を、記録として残すこととした。インターンシップの高次化へ向けた一歩となる
ことを期待すると共に、関係者各位に感謝したい。　

キャリア開発センター チーフコーディネーター　大串恵太
（基盤教育機構　大学常勤講師）

学生がインターンシップに参加する動機は、「働くということがどういったことか知りたい」「成長し
たい」また、「特定の業種や職種、企業について理解を深めて、それが自分に合うかどうかを知りたい」
というものが大部分を占める。我々社会人も、仕事を通じて学び、成長する。経験を通して、自らの特
性や向き不向きを把握し、スキルを習得して、キャリア形成を図っている。仕事について知りたければ、
仕事をしてみれば良い。理屈はシンプルだが、現実は、そう簡単ではない。2013年に本学に入職して以来、
特に実践型インターンシップの開発に努めてきたのは、それが持続可能な形で学生に「仕事の経験」を
提供できる、現時点では最適な手法だと信じるからである。しかし、まだまだ改善や改革の余地がある
のが現状であり、自らの力量不足を痛感する昨今である。今後、個別のプログラムの質の向上はもちろん、
持続的発展のために、広い意味でのシステムを作ることにも取り組んでいく必要がある。引き続き、関
係者各位のご理解とご協力を仰ぎたい。

キャリア開発センター コーディネーター　中井咲貴子
（基盤教育機構　大学常勤講師）

学生が自らの意思でインターンシップに参加すること、特に低学年から複数回参加することで多くの
気づきを得ることは、社会人としての人生選択の大きな一歩となる経験であり、教育的効果として非常
に高いと実感しています。より多くの学生にこのような機会を提供するために、インターンシップへの
参加が学生にとって当たり前になるような環境づくり、アプローチがさらに必要であると考えています。
現在、感染症対策の影響で様々な社会活動に制約がかかっている時だからこそ、学生一人一人の目的や
ニーズに応じたプログラムを提供し、個々のチャレンジ、成長を止めることなくサポートし続けること
ができるように、キャリア開発センターの役割を充実させていきたいと思います。
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